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   The effect of mepirizole (Mebron) was studied in 48 women with acute cystitis using 

double blind method. In 27 cases Mebron was administered for 7 days with 300  mg per day. 

In 21 cases placebo  .was given for same days. 

   The results obtained were as  follows  ; 

   1) The first group consisting of 13 cases having bacterial counts of bladder urine over 

100,000 per ml responded slightly with mebron only. 

   2) Mebron gave good efficacy than the placebo on the second group consisting of 14 cases 

having counts under 100,000 per ml. 

   3) Side effect was seen in 3 cases, one in the group treated with Mebron and 2 in the 

placebo group. All of three complaind of slight  epigastralgia.

緒 言

サ ル チ ル 酸 剤 以 後,非 ス テ ロイ ド系 消 炎 剤 と

して 諸 製 剤 が 開 発 合 成 され,そ の対 象 疾 患 も 多

く,抗 炎 症 療 法 の重 要 な役 割 を は た して きて い

るが,十 分 満 足 す る も の で は な い.

最 近 第 一 製 薬 株 式 会 社 に お い て,開 発合 成 さ

れ たpyrazole系 化 合 物,一 ・般 名mepirizole

〔1-(4-methxy-6-methy1-2-pyrimidinyl)-3-

methy1-5-methaxypyrazole〕 は,Fig.1の 構i

造 を もつ,新 しい 消炎 鎮 痛 剤 で,基 礎 研 究 の結

果,aminopyrineよ りす ぐれ た 鎮 痛 作 用 を 有

し,phenylbutazone,oxyphenylbutazoneよ り

も強 力 な抗 炎 作 用 を有 す る が,毒 性 の低 い こ と
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が た しか め られ て い る.

わ れ わ れ はdoubleblindmethodに よ る 泌

尿器 科 領 域,と くに女 性 の 急 性 膀 胱 炎 に つ い て

臨 床 的 な効 果 を検 討 し,い さ さ か の知 見 を 得 た

の で報 告 す る.

対 象 症 例

名古屋市立大学 医学部 附属病院 泌尿器科外来を 訪

れた女性で,急 性膀 胱炎 と診断 された48名 につい て検

討 した.な お急性膀胱炎 に対す る分類は まだ統一 され
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ていないので,便 宜上尿中細菌数10s個/mlを 分類

の 目安 とし,膀 胱尿一般細菌定量培養にて,細 菌数

10s個/ml以 上をA群,10s個/m1未 満をB群 とした

が,あ くまでも尿中細菌数だけを炎症に対する唯一 の

因子 として重要視 したわけ ではない ことを ことわ って

お く.

治 験 方 法

Mebronお よびplaceboを 用 い たdoubleblind

methodを 採 用 した.

投 与 薬 剤

Mebron(1錠 中に50mgを 含有す る)

Placebo(1錠 中に乳糖 のみ を含有す る)

上記 の両剤 は外見上全 く区別 できない よ うに した フ

ィルム コーティ ング錠 である.こ れ らを実験にたず さ

わ らない第三者が無作為的 に,一 連番号 を付 し患者に

投与 した.

投 与 方 法

1回2錠,1日3回(計300nig)分 服 投 与 法 に よ

り7日 間,Mebron錠 の み,あ るい は,Placeboの

み を 単 独投 与 し た.

対 象 症 状

これ ら薬剤 の治療効果を判定す る検査項 目として,

っ ぎのよ うな点にっいて検討 した.

1.自 覚症状
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i)排 尿痛

ii)尿 意頻数

iii)尿 混濁

2.他 覚的所見

i)尿 中白血球数

ii)尿 中細菌数

判 定 基 準
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判定 基準 としてわれわれは下にのべる ような基準で

判定 した.

自覚症状:各 症 状がまった く消失 した もの,あ るい

は軽減 された ものを有効,症 状 の改善をみなか った も

のを無効 と判定 した.

他覚的所見 ・尿 中白血球数あ るいは細菌数が著 明に

減少 した ものを 有効,数 が著明に 減少しなか った も

の,あ るいは増加した ものを無効 とした.

総合判定 においては,自 覚症状,他 覚的所見 のいず

れ もが全 く改 善され ない ものを無効 とし,自 覚症状お

よび他覚的所見が改善 された ものを有効 とした.

治 療 成 績

1.自 覚症状(Fig.2,Table1)

i)排 尿痛:A群 においてはMebron投 与 例(以

下M群)で は46%,Placebo投 与例(以 下P群)で は

50%の 有効率で両 群の差 はない.B群 においては,M

群では77%,一 方P群50%の 有効率でM群 のほ うが高

い傾向にある.一
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TablelSubjectivesigns

PainonUrination

Ef丑cacy

None

Total

Table20bjectivesigns

BacterialCountsinBladderUrine

GroupA

MebrOn
Group

6
(46%)

7

13

GroupB

昌鑑ol踏nli紺0
6

(50%)

6

12

104
(77%)(50%)

34

13 8

Ethcacy

None

Tota1

GroupA

MebronGroup

5
(45%)

6

11

[Placeb・G…p

6
(55%)

5

11

Frequency

Ef琵cacy

None

Tota1

WhiteCellCountsinBladderUrine

GroupA GroupB

Mebron
Group

4
(31%)

9

13

PlaceboMebron
GroupGroup

39
(25%)(75%)

93

12 12

Placebo
Group

4
(44%a)

5

9

E伍cacy

None

Tota1

GroupA

Mebron
Group

5
(38%)

8

13

li魏01
5

(42%)

7

12

GroupB

Mebron
Group

3
(33%)

6

9

Placebo

lGroup
2

(29%)

5

7

Turbidity

Eticacy

None

Tota1

Table30verallresults

GroupA

Mebron
Group

3
(33%)

6

9

Placebo
Group

2
(18%)

9

11

1 GroupB

Mebron
Group

6
(55%)

5

11

Placebo

IGroup

1
(20%)

4

5

ii)尿 意頻数:A群 においてはM群31%P群25%の

有効率 で両群に差はない.

B群 においては,M群75%,P群44%の 有効 率でM

群 のほ うが高い傾 向にある.

iii)尿 混濁:A群 においてはM群33%,P群18%の

有効率でM群 のほ うがやや高い傾 向にある.

B群 では,M群55%,P群20%の 有効率 でM群 のほ

うが高 い傾向にあ る.

2.他 覚的所 見(Fig.2,Table2)

i)尿 中白血球数:A群 においては,M群38%,P

群42%の 有効 率で両群に差はない.

B群 ではM群33%,P群42%の 有効率 で両群にはほ

とんど差はない よ うである。

ii)尿 中細菌数:A群 においてM群45%,P群55%

の有効率でP群 のほ うがやや高い傾向にあ る.

Efficacy

None

Tota1

GroupA

響留鷹謝

9
(69%)

4

13

7
(58%)

5

12

GroupB

糠溜lp凄留

10

(71%)

4

14

5
(44%)

4

9
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総 合 判 定(Fig.2,Table3)

A群 ではM群69%,P群58%の 有効率で両群にはほ

とん ど差を認めない.

B群 ではM群71%,P群44%の 有効率 で,M群 のほ

うがP群 よ り高い よ うであ る.

副 作 用

M群 で1例,P群 にて2例 に軽度 の胃腸障害があっ

たが,投 薬を中止す るほどではなか った.

考 察

非 ステロイ ド系消炎 剤は現在種 々の製剤 が市販 され

てい るが,そ れぞれ特徴があ り,そ の使 いわけが必要

であ るといわれてい る。

た とえば,benzydamineやbucolomeはprimary

inflammationに,indomethacinは 白血球浸潤の強

い炎症や慢性 の炎症に,mefenamicacidは 鎮痛 を主

目的に してい るごと くであ る.
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こん ど第 一 製薬株式会社 に お い て 合 成 さ れ た

Mebronは 薬理学的,毒 性学的に もス ク リーニ ングさ

れ,抗 炎 作用,鎮 痛作用,解 熱作用 などにおいてす ぐ

れた効果 を有 している と報告 され ている.

今回,わ れわ れが施行 した臨床 治験 では,つ ぎのよ

うな成 績が得られた.す なわ ち,A群(膀 胱尿一般細

菌定量培養で10s個/m1以 上 の膀胱炎患者)に おい

ては 自覚症状,他 覚的所見そ して総合判定において,

M群(Mebron投 与例),P群(Placebo投 与例)と

もにその有効率はほ とん ど差 がなか ったが,B群(膀

胱尿一般細菌定量培養 で10s個/ml未 満 の膀胱炎患

者)に おいては,自 覚症状 と総合判定 でM群 のほ うが

P群 よ りも高い傾向の有効 率を示 した.

mepirizoleは 他 の非 ステPイ ド系抗炎剤 と同様,

白血球遊走抑制作用は強 くない こと,お よび本剤 の性

質上細菌に対す る直接 作用 のない ことを考 えれば,他

覚的所見におけ る成 績,す なわ ち,M群 とP群 との間

には差が なか った ことは当然の ことと思わ れる.

急性膀胱炎に対す るMebronの 効果 に ついて み る

と,総 合判定で,A群 のほ うがB群 より有効率が低い

ことが わか った.こ れは 菌 に対 して 直接作用 のない

mebronと,直 接作用す る抗 生剤 との併 用療法 が必要

である ことを暗示 してい る.

従来,急 性膀胱炎の 自然治癒は10日 ないし2週 間前

後 といわれてい る.わ れわれ の本剤 に対 す る臨床 治験

ではP群 の有効率が 自然治癒率を示唆 しているのでは

なかろ うか.

結 論
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わ れわ れ はdoubleblindmethodに よ り,

Mebronとplaceboを 女 性 の 急 性 膀 胱 炎48例

に投 与 した.Mebronを1目300mg7日 間 投

与 した27例 と,Placeboを1日3回 分 服,7日

問 投 与 した21例 か らつ ぎの ご と き結 果 を 得 た.

1.膀 胱 尿 一 般 細 菌 定 量 培 養 に お い て 細菌 数

10s個/m1以 上 の群 はMebron単 独 投 与 では,

総 合 判 定(自 覚症 状 お よび 他 覚 的所 見)に み る

べ き効 果 が な か っ た .

2.膀 胱 尿 一 般 細 菌 定 量 培 養 に お い て 細 菌 数

105個/m1未 満 の 群 は,自 覚 症 状 に お い て,

Mebron単 独 投 与 で も,Placebo投 与 例 よ りは,

や や 高 い有 効 率 を示 した.

3.副 作 用 はMebron投 与 例 に1例,placebo

投 与 例 に2例 軽 度 の 胃腸 障害 を 認 め た が投 薬 を

中 止 す る に は い た らな か っ た.
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